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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 29,472 30.9 7 ― 429 ― 268 ―

22年3月期第3四半期 22,515 △11.8 △803 ― △800 ― △2,094 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 7.67 7.66
22年3月期第3四半期 △59.86 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 56,795 38,751 66.1 1,073.58
22年3月期 52,304 37,324 69.1 1,032.36

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  37,570百万円 22年3月期  36,124百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

平成23年3月期の配当につきましては、未定です。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 8.00 8.00
23年3月期 ― ― ―

23年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,600 23.2 △380 ― 330 ― △50 ― △1.43



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており実
際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 34,997,824株 22年3月期  34,994,424株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,689株 22年3月期  2,204株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 34,994,170株 22年3月期3Q 34,992,646株
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1. 当四半期連結業績等に関する定性的情報 
（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緊急経済対策や消費刺激策、新興国を中心

にした外需等により企業収益、設備投資での緩やかな改善傾向が見られたものの、欧米の景気減

速懸念や円高の進行により先行きに対する不透明感が強まっています。 
このような状況のもと、当社グループは、経営資源を電子材料分野及びディスプレイ材料分野

に集中し売上の増大を図るとともにコスト削減に努めてまいりました。 
当第 3 四半期連結累計期間の業績は、売上高につきましては、294 億 72 百万円（前年同期比

30.9%増）となりました。損益面につきましては、営業利益 7 百万円（前年同期は 8 億 3 百万円

の損失）、経常利益 4 億 29 百万円（前年同期は 8 億円の損失）、四半期純利益 2 億 68 百万円（前

年同期は 20 億 94 百万円の損失）となりました。 

 
（2） 連結財政状態に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 44 億 91 百万円増加し 567 億

95 百万円となりました。 
流動資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ 40 億 59 百万円の増加となりました。

これは、売上の増加及びコスト削減活動の一環としてのファクタリングの中止により受取手形及

び売掛金が 52 億 8 百万円増加したこと等によります。 
固定資産合計につきましては、4 億 31 百万円の増加となりました。 
負債合計は、前連結会計年度末に比べ 30 億 63 百万円増加し 180 億 44 百万円となりました。 
流動負債につきましては、支払手形及び買掛金が 18 億 29 百万円増加、運転資金の需要増加に

より短期借入金が 6 億 40 百万円増加したこと等から 22 億 9 百万円増加しました。 
固定負債につきましては、投資有価証券の評価益に対する税効果の増加により繰延税金負債が

11 億 70 百万円増加したこと等から 8 億 53 百万円増加しました。 
純資産は、投資有価証券の評価益に伴い、その他有価証券評価差額金が 16 億 26 百万円増加し

たこと等から、前連結会計年度末に比較して 14 億 27 百万円増加し 387 億 51 百万円となりまし

た。 

 
（3） 連結業績予想に関する定性的情報 

欧米諸国における景気減速懸念、雇用不安や消費の低迷から、景気の停滞と円高傾向が長引く

ものと思われます。 
当社グループは、引き続き経営資源を電子材料分野及びディスプレイ材料分野に集中し売上の

増大を図るとともにコスト削減に努めてまいります。 
業績予想につきましては、平成 22 年 10 月 26 日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」

からの変更は、ありません。 
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2. その他の情報 
(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 
税金費用については、当第 3 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目を重要なものに限定す

る方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計基準等の改正に伴う変更 
「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第 1 四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18
号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 
これにより、当第 3 四半期連結累計期間の営業利益は、2,068 千円減少し、経常利益は、

2,390 千円増加し、税金等調整前四半期純利益は、37,506 千円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 49,602 千円であります。 
「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 
第 1 四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平

成 20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っ

ております。 
これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。 
② ①以外の変更 

該当事項はありません。 

 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 
該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,300,935 7,721,216

受取手形及び売掛金 12,646,979 7,438,562

有価証券 1,550,105 1,598,829

商品及び製品 2,901,934 2,957,949

仕掛品 1,901,514 1,290,597

原材料及び貯蔵品 1,816,947 1,590,850

その他 711,912 1,145,000

貸倒引当金 △137,585 △109,568

流動資産合計 27,692,743 23,633,438

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,082,827 8,493,846

機械装置及び運搬具（純額） 4,422,223 4,931,761

その他（純額） 3,136,816 3,282,357

有形固定資産合計 15,641,868 16,707,965

無形固定資産   

のれん 125,013 47,454

その他 158,930 174,215

無形固定資産合計 283,943 221,669

投資その他の資産   

投資有価証券 12,819,341 9,057,953

その他 754,941 3,131,641

貸倒引当金 △396,966 △447,942

投資その他の資産合計 13,177,315 11,741,652

固定資産合計 29,103,127 28,671,287

資産合計 56,795,870 52,304,726
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,245,614 5,415,883

短期借入金 1,591,802 951,332

1年内返済予定の長期借入金 686,116 730,159

1年内償還予定の社債 94,635 77,768

未払法人税等 260,263 108,693

賞与引当金 281,220 453,398

役員賞与引当金 2,412 3,059

製品保証引当金 265,004 199,478

その他 2,316,106 2,593,413

流動負債合計 12,743,176 10,533,185

固定負債   

社債 77,857 183,905

長期借入金 1,836,394 1,900,565

退職給付引当金 31,155 28,997

資産除去債務 65,103 －

その他 3,290,411 2,333,812

固定負債合計 5,300,922 4,447,281

負債合計 18,044,098 14,980,467

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,117,259 7,117,256

資本剰余金 6,229,282 6,229,282

利益剰余金 22,709,222 22,727,863

自己株式 △1,502 △1,210

株主資本合計 36,054,260 36,073,191

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,064,719 438,585

為替換算調整勘定 △548,838 △387,082

評価・換算差額等合計 1,515,880 51,502

新株予約権 231,595 192,367

少数株主持分 950,034 1,007,196

純資産合計 38,751,772 37,324,258

負債純資産合計 56,795,870 52,304,726
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 22,515,984 29,472,735

売上原価 21,087,100 26,262,996

売上総利益 1,428,883 3,209,739

販売費及び一般管理費 2,232,417 3,202,678

営業利益又は営業損失（△） △803,533 7,060

営業外収益   

受取利息 18,472 22,735

受取配当金 21,691 24,364

負ののれん償却額 9,226 27,686

持分法による投資利益 271,928 730,536

その他 187,622 143,232

営業外収益合計 508,941 948,555

営業外費用   

支払利息 67,376 83,746

為替差損 114,527 282,173

製品保証引当金繰入額 179,614 111,742

その他 143,914 48,041

営業外費用合計 505,433 525,704

経常利益又は経常損失（△） △800,024 429,911

特別利益   

固定資産売却益 22 1,273

社債償還益 79,852 －

負ののれん発生益 － 186,480

その他 23,115 61,120

特別利益合計 102,989 248,875

特別損失   

固定資産売却損 － 31

固定資産除却損 － 11,458

投資有価証券売却損 1,051,796 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,897

その他 177,672 732

特別損失合計 1,229,469 52,120

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,926,504 626,666

法人税等 146,892 350,625

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

－ 276,041

少数株主利益 21,376 7,687

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,094,774 268,354
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,926,504 626,666

減価償却費 2,191,454 1,951,192

のれん償却額 14,236 14,236

負ののれん償却額 △9,226 △27,686

負ののれん発生益 － △186,480

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,897

株式報酬費用 42,177 50,324

新株予約権戻入益 △6,421 △11,096

社債償還益 △79,852 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,633 △27,290

賞与引当金の増減額（△は減少） △209,706 △172,178

製品保証引当金の増減額（△は減少） 137,465 65,526

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,337 △646

退職給付引当金の増減額（△は減少） 722 △6,058

受取利息及び受取配当金 △40,164 △47,099

支払利息 67,376 83,746

為替差損益（△は益） 80,901 128,411

持分法による投資損益（△は益） △271,928 △730,536

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） 1,051,796 △1,873

投資有価証券評価損益（△は益） 154,536 4,022

固定資産売却損益（△は益） － △1,273

有形固定資産除却損 3,715 10,603

売上債権の増減額（△は増加） △1,831,554 △4,150,245

たな卸資産の増減額（△は増加） 409,482 △378,872

仕入債務の増減額（△は減少） 2,651,080 1,297,868

未払消費税等の増減額（△は減少） 219,753 △117,577

その他の資産の増減額（△は増加） 171,279 183,319

その他の負債の増減額（△は減少） 218,002 388,796

その他 △22 31

小計 3,033,632 △1,014,270

利息及び配当金の受取額 207,981 188,702

利息の支払額 △64,670 △82,498

法人税等の支払額 △124,156 21,881

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,052,786 △886,185
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,090,000 △170,000

定期預金の払戻による収入 710,000 1,475,950

有価証券の取得による支出 △2,592,113 △4,545,898

有価証券の売却による収入 － 3,600,000

有形固定資産の取得による支出 △418,744 △713,940

有形固定資産の売却による収入 9,611 7,104

無形固定資産の取得による支出 △4,285 △7,962

投資有価証券の取得による支出 △714,321 △558,329

投資有価証券の売却による収入 3,450,086 21,175

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △47,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

553,050 －

貸付けによる支出 △6,764 △1,002,700

貸付金の回収による収入 548 56,380

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,102,934 △1,885,221

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △591,114 408,241

長期借入れによる収入 30,000 409,668

長期借入金の返済による支出 △355,122 △298,632

社債の償還による支出 △168,239 △77,141

リース債務の返済による支出 △190,857 △214,455

セール・アンド・リースバックによる収入 2,204,771 －

自己株式の取得による支出 △423 △292

配当金の支払額 △279,339 △278,776

少数株主への配当金の支払額 △197 △587

その他 － 3

財務活動によるキャッシュ・フロー 649,476 △51,972

現金及び現金同等物に係る換算差額 △110,310 △132,872

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,489,019 △2,956,252

現金及び現金同等物の期首残高 3,609,027 6,270,266

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 341,921

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,098,046 3,655,935
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該当事項はありません。  

  

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外

の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、製造販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「電子材料事業」、「ディスプレイ材料事業」、「電気絶縁材料事業」及び「産業用構造材料事業」の４つ

を報告セグメントとしております。 

 「電子材料事業」は、フレキシブル及びリジットプリント配線板用材料等を生産しております。「ディス

プレイ材料事業」は、３Ｄ表示フィルター、反射防止フィルム、特殊光学フィルム等を生産しております。

「電気絶縁材料事業」は、硝子クロス、硝子テープ、電気絶縁用プリプレグ等を生産しております。「産業

用構造材料事業」は、ＦＷ成形品、航空機用ハニカムパネル及びプリプレグ、引抜成形品、ＦＲＰスキーシ

ート等を生産しております。  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用構造材料事業及びその他工

業用素材事業等を含んでおります。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
電子材料 

ディスプ
レイ材料 

電気絶縁材
料 

産業用構造
材料 

計

売上高               

外部顧客への売上高  13,716,682 9,359,486 2,199,301 2,272,902  27,548,373  1,924,362 29,472,735

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 － － － －  －  518,929 518,929

計  13,716,682 9,359,486 2,199,301 2,272,902  27,548,373  2,443,292 29,991,665

セグメント利益又は損

失（△） 
 1,047,735 △609,820 217,963 150,563  806,442  144,951 951,393

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
電子材料 

ディスプ
レイ材料 

電気絶縁材
料 

産業用構造
材料 

計

売上高               

外部顧客への売上高  3,974,494 2,691,516 711,794 821,492  8,199,298  737,467 8,936,765

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 － － － －  －  157,014 157,014

計  3,974,494 2,691,516 711,794 821,492  8,199,298  894,481 9,093,779

セグメント利益又は損

失（△） 
 307,307 △306,660 △36,650 43,063  7,058  38,090 45,148
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

（のれんの金額の重要な変動） 

「産業用構造材料事業」セグメントにおいて、Bekaert Progressive Composites, LLC（現Protec 

Arisawa America, Inc）の株式を取得したことによりのれんを計上しております。なお、当該事象による

のれんの増加額は、当第３四半期連結会計期間においては91,305千円であります。 

（重要な負ののれん発生益） 

「産業用構造材料事業」セグメントにおいて、Bekaert Progressive Composites, S.A（現Protec 

Arisawa Europe, S.A）の株式を取得したことにより負ののれん発生益を計上しております。なお、当該

事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結会計期間においては186,480千円でありま

す。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。   

該当事項はありません。  

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  806,442

「その他」の区分の利益  144,951

セグメント間取引消去  △55,727

のれんの償却額  △14,236

全社費用（注）  △869,639

棚卸資産の調整額  △4,730

四半期連結損益計算書の営業利益  7,060

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  7,058

「その他」の区分の利益  38,090

セグメント間取引消去  △22,258

のれんの償却額  △4,745

全社費用（注）  △266,856

棚卸資産の調整額  653

四半期連結損益計算書の営業利益  △248,059

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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